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区・自治会の防災に関するアンケート

アンケート結果の回収率：100％
ご協力ありがとうございました

Ⅰ.地区防災計画
について

Ⅲ.区防災活動と防災士
の連携について

Ⅱ.防災・減災訓練
について

令和5年7・8月実施

目的：区・自治会における最新の防災活動の現状と課題を把握し、
防災士連絡会の活動内容へ反映させる
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各項目、防災士連絡会に対する課題・意見・要望等の自由記述
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防災・減災訓練について
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図上訓練
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消火栓訓練

消火栓点検

消火器訓練

実施防災・減災訓練の内容

・情報伝達訓練
・簡易無線機通信訓練
（緊急連絡網通信訓練）
・家庭内避難訓練
・炊き出し訓練
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防災士との連携

区の防災活動における防災士との連携について
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【理由】
・ふるさと防災チームでの防災士の位置づけを明確にしてこなかった
・防災士のことを理解していないので活用法も出てこない
・若い人材が防災士講習、試験を受けたがらない



各項目での意見（要約）

・区長・役員の任期が1年→長期にわたる地区防災計画の作成の障害

・区内での災害の実績がない→意識が低く、意見がまとまらない

・地区防災防災計画の区民への周知と高齢化に対する対応が必要

地区防災計画についての意見

・これまでの訓練のやる方では役員等一部の人のみの参加→参加しやすい訓練の検討

・訓練に対する意識度・感知度が低い、特に若年層（30代）

・高齢者の増加→訓練参加者の減少が課題

防災・減災訓練についての意見

・防災士の高齢化→増員したいが候補者を探すのが困難

・防災士取得が自らの意志でなく区の要請→自主的な参加は望めない

・区から区内の防災士への働きかけが少ない→強化すると共にスキルアップを期待したい

区・自治会と防災士の連携についての意見

・防災士のまち協レベルの防災活動に期待したい

・防災士連絡会の役割と活動内容がよく分からない

・資格取得後数年経過した防災士へのフォローアップ講習を実施してほしい

防災士連絡会対しての意見



課 題 の 抽 出

⚫防災士の自主的な参加少い、なり手不足⇒位置づけ不明確
スキルアップへの期待

⚫全体的な防災意識の低下

⚫防災士連絡会の活動が見えない

⚫防災訓練参加者の減少（高齢化、形式化）
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各区の防災士数別に見た割合
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各区の200世帯当りの防災士数
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【参考】 200世帯当りの防災士数

滋 賀 県 1.1 人

全 国 0.9 人

愛媛県（1位） 6.6 人

湖南市全体：2.4人/200世帯



200世帯対防災士数と区・防災士の連携度合い

200世帯当りの防災士数

区
と
防
災
士
の
連
携
度
合
い
（％
）

30.8
15.4 14.3

7.7
14.3

20 20

7.7
14.3

30.8

30.8

28.6

40 40

15.4

30.8

14.3
20 20

7.7
23.1 14.3 20 20

0

20

40

60

80

100

0.9～1.9人2.0～2.9人3.0～3.9人4.0～4.9人5.0～9.9人

なし 弱い やや弱い ふつう やや強い 強い

１～２人
以上 未満

２～３人 ３～４人 ４～５人 ５～１０人

少 防災士の数 多



自主防災組織（ふるさと防災チーム等）への
防災士の登録状況
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ふるさと防災チーム
隊員名簿より

（回収率：81.4％）



防災士連絡会の位置づけ
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防 災 士 連 絡 会
（防災士間のネットワーク）

各区から1名ずつの幹事が委員会に所属

・防災士のスキルアップ
・防災・減災活動に関する情報の提供と共有、環境整備

地 域 の 防 災 力 向 上



各地域に合わせた防災士との活動案

・防災知識の普及・啓発
・消火器・消火栓の点検・訓練
・防災まち歩き、情報伝達訓練

・救命（AED）・応急手当訓練 ・安否確認名簿の作成
・地区防災計画・活動マニュアル ・防災資機材の「整備
・防災マップ作成、広報誌の作成 ・炊き出し訓練
・図上訓練（DIG、HUG等） ・一時避難場所の協定

・指定避難所（広域）運営訓練
・物資・資機材の応援協定
・防災フェスタ（訓練・啓発・体験）
・研修会・講習会の開催
・防災士等の人材育成

防
災
活
動
の
ス
テ
ッ
プ

隊員・防災士少 多

防災組織小 大班・組・区 複数区・学区

・「防災士が選ぶ非常時持ち出し袋」
・「在宅避難の手引き」

（2022年度情報提供委員会より）



ま と め

課 題

⚫防災士の自主的な参加少い、
なり手不足⇒位置づけ不明確
スキルアップへの期待

⚫全体的な防災意識の低下

⚫防災士連絡会の活動が
見えない

⚫防災訓練参加者の減少
（高齢化、形式化）

改善策・提案

⚫区での防災士の位置づけを
明確化⇒防災組織への参画
継続的スキルアップの推進

⚫各種啓発活動材料の充実化

⚫ホームページ、会報のほかの
情報伝達・共有方法の検討

⚫規模に応じた防災訓練内容
の提案、実施例の情報提供

防災士と区・自治会の相互の働きかけに
より防災力向上に御協力をお願いします！
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